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内容の要旨及び審査の結果の要旨
転移性肝癌の剖検例100例と外科的切除例50例を対象に，転移性肝癌とその周囲微小環境の変化を病理
形態学的，免疫組織化学的，および血管内シリコンラパー注入法により検討した。転移性肝癌では，肉眼
的に多結節型が最も多く（65％)，次いで塊状型（17％）で，門脈域内へと浸潤するものも８％に見られ
た。実質内へと向かう発育が多かったが，胆嚢・胆管癌では門脈域を中心とした発育が高率であった。転
移巣辺縁部の発育パターンは，微小転移巣では，置換型や類洞型が高率であったが，転移巣の増大と共に，
膨脹型が増加し，線維性被膜を示す例も見られた。微小肝転移巣（径１mm未満）は肝実質内に多く見られ
たが，胆嚢・胆管癌では，門脈域内に高率であった。径200〃ｍの肝転移で初めてハリエニシダ凝集素Ｉ
(Ulexeuropaecusagglutininl，ＵＥＡ－Ｉ）やvonWillebrand因子(vonWillebrandfactor，
vWF）が陽性の腫癌血管が同定された。転移巣の増大に伴い転移巣辺縁部の血管密度は上昇したが，径
３，前後でピークに達し，それ以上の増加は見られなかった。転移性肝癌では小さな段階で腫瘍血管にア
ルファ平滑筋アクチン（a-smoothmuscleactin，α-ＳＭＡ)，Ⅳ型コラーゲンやラミニンが陽性で，
転移性肝癌における血管新生は早期から周皮細胞や基底膜の包囲を伴っていた。転移巣周囲の肝実質では，
類洞内皮細胞にUEA-Iの結合やvWFの発現が見られ，毛細血管化を示した。また，転移巣に近接してα‐
ＳＭＡが陽性の類洞壁細胞の増加が見られた。さらに，転移巣周囲の肝細胞には，非癌部に比較して強い
墳基性線維芽細胞増殖因子の発現が見られ，これが転移性肝癌周囲での類洞内皮毛細血管化やα-ＳＭＡ陽
性類洞壁細胞の増加，転移巣周囲の線維化に関与する可能性が示唆された。また，毛細血管化した転移巣
周囲の類洞内皮が転移巣内の血管に連続する部分がしばしば観察された。シリコンラパー注入標本でも転
移巣周囲の類洞から転移巣内へ連続する血管が観察され，腫蕩血管の一部は周囲類洞と直接連絡すること
が示唆された。以上，本研究により転移性肝癌の病理像，血管新生や増生，それに転移巣と周囲肝実質の
微小環境の変化が転移性肝癌の発育に深く関与することが明らかとなり，その結果は転移性肝癌の画像所
見の解釈やインターベンショナルラジオロジーに役立つ優れた病理学的研究と認められた。
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